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吉
田
ゼ
ミ
で
は
、
２
年
の
前
学
期
を
使
っ
て
調

理
実
習
中
心
の
授
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
調
理

実
習
の
テ
ー
マ
は
「
植
物
性
食
品
を
用
い
た
献
立

の
検
討
」。
食
材
と
し
て
肉
や
魚
、
牛
乳
や
卵
な

ど
を
一
切
使
わ
な
い
、
通
常
と
は
一
風
変
っ
た
献

立
に
、
学
生
た
ち
は
興
味
津
々
で
す
。

今
期
の
ゼ
ミ
で
吉
田
弘
子
先
生
が
取
り
上
げ
た

の
は
、
５
種
類
の
献
立
と
２
種
類
の
お
菓
子
で
す
。

「
特
に
、
鶏
の
か
ら
揚
げ
と
白
身
魚
の
フ
ラ
イ
が

美
味
し
か
っ
た
」と
、学
生
た
ち
は
振
り
返
り
ま
す
。

「
植
物
性
食
品
」
と
は
、
野
菜
や
果
物
、
穀
物

や
豆
類
な
ど
で
す
。「
鶏
の
か
ら
揚
げ
」「
白
身
魚

の
フ
ラ
イ
」
で
は
、
話
が
違
う
の
で
は
？
と
の
疑

問
が
湧
い
て
く
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
例
え
ば
、「
鶏

の
か
ら
揚
げ
」
は
、
大
豆
た
ん
ぱ
く
を
肉
の
よ
う

に
加
工
し
た
も
の
を
使
用
し
た
か
ら
揚
げ
、「
白

身
魚
の
フ
ラ
イ
」
は
、
雑
穀
、
山
芋
、
の
り
を
使

い
、
食
感
と
見
た
目
を
白
身
魚
風
に
し
た
揚
げ
物

の
こ
と
。
全
て
植
物
性
の
食
材
で
、
食
感
や
風
味

を
似
せ
て
作
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。「
肉
や
魚
が

な
く
て
も
、
味
も
量
も
満
足
で
き
る
献
立
が
作
成

で
き
る
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
、
吉
田

先
生
は
話
し
ま
す
。

「
植
物
性
食
品
を
用
い
た
献
立
が
、
今
後
の
医

療
現
場
に
お
い
て
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
・
改
善

に
役
立
つ
こ
と
が
で
き
れ
ば
」
と
の
考
え
で
ゼ
ミ

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
学
生
た
ち
が
ゼ
ミ
を
通
じ

て
植
物
性
食
品
を
試
食
す
る
こ
と
で
「
一
般
の
人

が
食
べ
て
も
美
味
し
い
も
の
か
ど
う
か
」
の
調
査

に
も
繋
が
っ
て
い
る
の
で
す
。

「
美
味
し
く
て
、お
な
か
が
一
杯
に
な
る
献
立
ば

か
り
だ
っ
た
の
で
驚
き
で
し
た
」「
少
量
の
塩
を
用

い
て
加
熱
す
る
、
乾
物
の
戻
し
汁
で
じ
っ
く
り
煮

込
む
な
ど
、
素
材
の
甘
味
の
引
き
出
し
方
が
と
て

も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
」と
、学
生
た
ち
。ゼ
ミ
を

終
え
て
、
調
理
方
法
の
幅
が
広
が
っ
た
よ
う
で
す
。

ま
た
、
今
期
は
少
人
数
だ
っ
た
た
め
、
先
生
と

学
生
た
ち
の
距
離
が
大
変
近
い
ゼ
ミ
だ
っ
た
そ
う
。

学
生
た
ち
は
夏
休
み
に
、
実
際
の
保
育
所
、
病
院

等
で
の
実
習
が
あ
り
ま
す
が
、
病
院
で
管
理
栄
養

士
と
し
て
活
躍
し
て
き
た
吉
田
先
生
か
ら
の
「
大

丈
夫
、
大
丈
夫
！
」
と
い
う
励
ま
し
で
と
て
も
安

心
で
き
た
と
い
い
ま
す
。

「
ゼ
ミ
で
は
、
学
生
た
ち
が
今
ま
で
は
知
ら
な

か
っ
た
調
理
法
や
食
材
を
沢
山
見
せ
ま
し
た
。
学

生
た
ち
に
は
、
こ
の
経
験
や
学
科
で
の
勉
強
を
活

か
し
て
も
っ
と
色
々
な
事
を
体
験
し
、
知
識
を
増

や
し
て
欲
し
い
。
食
べ
る
人
に
合
わ
せ
「
こ
う
い

う
料
理
を
出
し
た
い
！
」と
、自
分
の
考
え
を
持
っ

て
食
事
を
提
供
で
き
る
人
に
な
っ
て
欲
し
い
で

す
」
と
、
吉
田
先
生
。
熱
心
に
先
生
の
言
葉
に
う

な
ず
く
学
生
た
ち
は
、
こ
れ
か
ら

も
未
知
の
も
の
を
恐
れ
ず
に
歩

ん
で
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

「肉を使わないか
�

ら
�

揚
�

げ
�

」って
いったいなんだろう�
「植物性食品」のみを用いた献立を調理・試食し、

生活習慣病予防・改善のための食事について考える
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検討」。 74

植物性食品料理のおいしさにビックリです！

うん～（共感）

（吉田先生の口癖）
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協会の大学評価（認証評価）に申
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平
成
２１
年
１１
、１２
月
に
か
け
て
、栄
養
科

学
部
３
年
生
が
、学
内
の「
栄
養
ク
リ

ニ
ッ
ク
」で
管
理
栄
養
士
に
よ
る
個
人
栄

養
指
導
の
現
場
を
見
学
し
ま
し
た
。大

学
の
栄
養
科
学
部
と
し
て
は
全
国
初
の

試
み
と
い
う
見
学
会
を
取
材
し
ま
し
た
。

栄
養
指
導
の
現
場
に
ふ
れ
る

見
学
場
所
は
、
平
成
２０
年
１２
月
に
新
設
さ

れ
た
医
療
施
設
「
栄
養
ク
リ
ニ
ッ
ク
」。
こ

ち
ら
で
は
、
福
岡
市
内
の
医
療
機
関
か
ら
の

紹
介
患
者
を
対
象
に
、
栄
養
学
専
門
の
大
学

と
し
て
よ
り
踏
み
込
ん
だ
栄
養
支
援
を
軸
に

し
た
保
健
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、

医
師
４
名
と
管
理
栄
養
士
２２
名
態
勢
で
、
問

診
に
充
分
な
時
間
を
か
け
て
一
人
ひ
と
り
の

患
者
の
実
状
に
即
し
た
き
め
細
や
か
な
栄
養

指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
見
学
会
は
、
当
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
実

際
に
来
院
中
の
患
者
さ
ん
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
の
協
力
を
お
願
い

し
て
実
現
し
ま
し
た
。

学
生
た
ち
は
５
つ
の

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
管
理

栄
養
士
の
先
生
が
個

別
に
栄
養
指
導
を
行

う
栄
養
支
援
室
に
入

室
し
て
見
学
。
初
め

て
、
栄
養
指
導
の
現

場
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し
た
。

管
理
栄
養
士
の
役
割
と
は
？

栄
養
支
援
室
で
は
、
食
事
の
内
容
に
つ
い

て
、
患
者
さ
ん
と
の
面
談
を
通
じ
て
情
報
収

集
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
管
理
栄
養
士
か

ら
の
指
導
は
「
緑
黄
色
野
菜
を
今
の
２
倍
に

し
た
方
が
い
い
」
な
ど
具
体
的
。
万
歩
計
や

グ
ラ
ム
式
の
体
重
計
な
ど
を
使
い
な
が
ら
数

値
化
し
、
患
者
さ
ん
自
身
に
考
え
て
も
ら
う

や
り
方
で
、
終
始
和
や
か
な
指
導
風
景
で
し

た
。見

学
会
の
後
、
学
生
た
ち
に
話
を
聞
き
ま

し
た
。

「
く
つ
ろ
い
で
話
せ
る
言
い
方
」「
沈
黙
が

な
い
」「
指
導
で
は
な
く
手
伝
い
を
す
る
感

じ
」「
患
者
さ
ん
の
立
場
に
立
っ
て
話
を
す

る
」「
苦
手
な
こ
と
は
す
す
め
な
い
」「
同
調
、

う
な
ず
き
、
世
間
話
。
す
ご
く
和
や
か
に
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
れ
る
の
が
印
象

的
」
等
、
指
導
方
法
に
び
っ
く
り
し
た
様
子
。

ま
た
、「
２
月
に
病
院
実
習
が
あ
る
の
で
す

ご
く
参
考
に
な
っ
た
」「
今
ま
で
具
体
的
な

患
者
さ
ん
の
イ
メ
ー
ジ
が
な
か
っ
た
が
、
初

め
て
管
理
栄
養
士
が
ど
う
役
に
立
て
る
の
か

わ
か
っ
た
気
が
す
る
」
と
、
管
理
栄
養
士
の

や
り
が
い
を
実
感
し
た
様
子
で
し
た
。
栄
養

ク
リ
ニ
ッ
ク
の
中
野
修
治
院
長
は
「
今
回
の

見
学
会
は
、
模
擬
患
者
実
習
、
病
院
実
習
と

い
う
３
つ
の
ス
テ
ッ
プ
の
第
１
段
階
。
従
来
、

医
学
部
で
行
わ
れ
て
き
た
実
習
方
法
で
す
が
、

管
理
栄
養
士
養
成
の
上
で
も
有
益
と
考
え
、

全
国
で
初
め
て
取
り
組
み
ま
し
た
。
学
生
た

ち
は
、
管
理
栄
養
士
の
役
割
を
知
り
、
そ
の

重
要
性
を
実
感
で
き
た
よ
う
で
す
」
と
に
っ

こ
り
。

先
進
的
で
充
実
し
た
管
理
栄
養
士
養
成
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
の
な
か
で
、
学
生
た
ち
は
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
の
意
識
を
持
っ
て
大
き
く

成
長
し
て
く
れ
そ
う
で
す
。

栄養クリニック見学会

患者を支える管理栄養士を目指して

学生の意識を変えた見学会
栄養クリニック 院長

中野 修治
Shuji Nakano
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中
村
学
園
大
学
の
交
換
留
学
生
第
１
号
！

流
通
科
学
部
２
年

中
国
人
民
大
学
か
ら
現
地
レ
ポ
ー
ト

ば

ば

し
ゅ
う
へ
い

馬
場

崇
平
君

流
通
科
学
部
は
、
平
成
２１
年
度
か
ら
、「
海
外
留

学
ス
カ
ラ
ー
シ
ッ
プ
制
度
」
を
新
設
し
ま
し
た
。
こ

の
制
度
は
、
海
外
の
提
携
大
学
に
学
生
を
派
遣
し
、

外
国
語
能
力
（
英
語
・
中
国
語
・
韓
国
語
）
を
育
成

す
る
も
の
で
す
（
英
語
・
韓
国
語
に
つ
い
て
は
平
成

２２
年
度
以
降
に
実
施
の
予
定
）。

今
年
度
は
、
流
通
科
学
部
２
年
の
馬
場
崇
平
君
が
、

派
遣
留
学
生
第
１
号
と
し
て
、
１０
月
か
ら
中
国
人
民

大
学
で
学
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

中
国
・
北
京
の
馬
場
君
か
ら
現
地
レ
ポ
ー
ト
が
届

き
ま
し
た
の
で
、
紹
介
し
ま
す
。

留
学
の
き
っ
か
け

も
と
も
と
ア
ジ
ア
の
歴
史
、
文
化
に
興
味
が
あ
り
、

授
業
で
は
、「
ア
ジ
ア
の
文
化
」「
ア
ジ
ア
の
経
済
」

「
中
国
語
」
を
履
修
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

中
国
留
学
の
支
援
制
度
が
始
ま
る
か
も
知
れ
な
い
と

い
う
こ
と
を
徐
先
生
の
授
業
で
知
り
、
ぜ
ひ
参
加
し

た
い
と
思
い
ま
し
た
。
さ
ら
に

は
、
現
在
、
目
覚
し
く
発
展
し

て
い
る
中
国
で
の
語
学
を
勉
強

す
る
こ
と
や
、
留
学
生
活
の
経

験
、
ま
た
人
脈
が
、
将
来
自
分

の
プ
ラ
ス
要
素
に
な
る
と
考
え

ま
し
た
。

中
国
語
の
修
得
状
況

朝
８
時
か
ら
１１
時
３０
分
ま
で
は
中
国
語
の
授
業
を

受
け
て
い
ま
す
。
午
後
は
週
３
回
、
家
庭
教
師
の
授

業
を
受
け
て
い
ま
す
。

初
級
ク
ラ
ス
に
参
加
し
、
最
初
は
全
く
中
国
語
を

聞
き
と
れ
ず
、
あ
せ
り
を
感
じ
ま
し
た
。
し
か
し
、

１
か
月
ほ
ど
で
、
授
業
内
容
を
聞
き
取
れ
る
よ
う
に

な
り
、
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
と
の
会
話
も
少
し
ず
つ
は
ず

む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
授
業
が
遅
く
感
じ
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
、
中
間
テ
ス
ト
の
成
績
も
な
か
な
か
良

か
っ
た
で
す
。

た
だ
、
普
段
な
ら
分
か
っ
て
い
る
単
語
で
も
、
会

話
の
時
に
と
っ
さ
に
浮
か
ん
で
こ
な
か
っ
た
り
、
聞

き
と
れ
な
か
っ
た
と
き
は
と
て
も
悔
し
い
で
す
。

今
い
ち
ば
ん
の
課
題
は
、
発
音
を
上
達
さ
せ
る
こ

と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

生
活
の
様
子

宿
舎
は
留
学
生
寮
で
一
番
古
い
棟
に
住
ん
で
い
ま

す
。
ル
ー
ム
メ
イ
ト
は
韓
国
人
の
２５
才
の
本
科
生
で
、

今
年
で
中
国
在
住
４
年
目
に
な
る
方
で
す
。
中
国
語

も
堪
能
で
、
手
続
き
や
生
活
面
で
困
っ
た
と
き
な
ど

は
、
何
か
ら
何
ま
で
手
伝
っ
て
も
ら
い
、
と
て
も
感

謝
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
学
校
の
ク
ラ
ス
に
は
世
界
各
国
の
２０
歳
か

ら
６８
歳
ま
で
の
人
た
ち
が
い
て
、
と
て
も
面
白
い
で

す
。
特
に
仲
が
よ
い
の
は
、
ソ
ウ
ル
大
学
の
博
士
課

程
在
籍
の
友
だ
ち
で
す
。
ま
た
、
福
岡
の
九
州
産
業

大
学
の
学
生
も
い
ま
し
た
。

買
い
物
の
と
き
、
初
め
は
中
国
の
店
員
さ
ん
の
態

度
を
怖
く
感
じ
た
の
で
す
が
、
顔
見
知
り
に
な
る
と

物
凄
く
フ
レ
ン
ド
リ
ー
で
、「
ジ
エ
ン
ツ
」
と
い
う

遊
び
を
一
緒
に
す
る
ほ
ど
に
な
り
ま
し
た
。

休
日
に
は

ル
ー
ム
メ
イ
ト
と
部

屋
の
掃
除
や
遊
び
に

行
っ
た
り
、
ま
た
、
ク

ラ
ス
メ
イ
ト
と
北
京
に

プ
チ
旅
行
に
い
っ
た
り

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

勉
強
の
復
習
に
あ
て
た

り
も
し
ま
す
。

「
日
本
人
留
学
生

会
」
の
取
組
み
と
し
て

は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
や
様
々
な
催
し
に
参

加
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

各
国
が
自
国
の
催
し
物

を
披
露
し
あ
う
文
化
祭

で
は
、
餅
つ
き
を
実
演

し
ま
し
た
。

平
成
２１
年
１１
月
２７
日
、
流
通
科
学
部
と
韓
国
・
釜

山
大
学
校
貿
易
国
際
学
部
が
学
術
交
流
協
定
を
締
結

し
ま
し
た
。
調
印
式
は
韓
国
で
行
わ
れ
、
本
学
の
財

部
流
通
科
学
部
長
と
、
釜
山
大
学
校
の
李
貿
易
国
際

学
部
長
が
協
定
書
に
署
名
し
ま
し
た
。

今
後
は
研
究
者
間
の
交
流
や
、
流
通
科
学
部
に
新

設
さ
れ
た
「
海
外
留
学
ス
カ
ラ
ー
シ
ッ
プ
制
度
」
に

基
く
、
本
学
学
生
の
釜
山
大
学
校
へ
の
留
学
な
ど
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

釜
山
大
学
校
は
、
韓
国
・
釜
山
広
域
市
所
在
の
総

合
大
学
で
、
そ
の
教
育
・
研
究
活
動
は
高
く
評
価
さ

れ
て
い
ま
す
。

付属幼稚園
園長だより

自園で作るおいしい給食
あさひ幼稚園 園長 井上 寛七

今日も元気に「いただきま～
す！」と、子ども達はお父さん、お
母さん、食事の準備をしてくださっ
た方へ感謝して楽しいお昼ごはんの
時間を過ごします。
あさひ幼稚園の子ども達は、毎日、
園内の厨房で調理された出来たての
おいしい給食を食べています。
「食べる」ことは子どもの健やか
な心と身体を育むためには欠かせな
いものです。あさひ幼稚園では「楽
しく食べる子ども」になるように、
給食を通して食事への関心を高めて
います。
専任の管理栄養士と４人の厨房ス
タッフにより、安全へ細心の注意を
払い栄養バランスに富んだ給食は、
子ども達が毎日おいしく楽しく食べ
ることができるように工夫が重ねら
れています。メニューは和食中心で
季節の食べ物や行事食を取り入れて
います。毎月の誕生会にはお赤飯の
お祝い膳もあります。また、食物ア
レルギーを持つ子ども達には、個別
に食材を変えて調理することにより、
メニューを変えないで皆と同じ献立
の給食を楽しめるように配慮してい
ます。
保護者の方には「給食だより」を
毎週発行して、あさひ幼稚園の給食
への取り組みを理解していただいて
います。保護者に参加していただい
て「親子クッキング」などの楽しい
行事も行っています。
楽しく食べることは、身体をつく
り、心を安定させ健康な生活の基礎
となります。一緒に食べる楽しさか
ら身近な人との信頼感を築き、おい
しい食事はその食材への関心や調理
への好奇心、行事食は季節や郷土へ
の関心と、食の世界との関わりは子
ども達に大きな広がりを与えてくれ
ます。
園庭でしっかり遊び、お腹を空か
せて給食をもりもり食べ、また力
いっぱい遊びます。子ども達はいつ
も元気いっぱいです。あさひ幼稚園
の子ども達は給食が大好きです。

釜山大学校と
学術交流協定を締結

～流通科学部～
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ベストNAKAップル
〔野外ステージ〕

学内のカップルがラブラブ度を競
う人気企画は今回も大盛り上り。

受付・パンフレット配布
〔グラウンド〕

「学園祭のパンフレットを
作りました。Ｂ級グルメは
おいしいし、ステージでは
のど自慢などの新企画もあ
るし、平日なのに盛り上
がってます」と受付でパン
フレットを配布していた人
間発達学部２年の植野円さ
んと流通科学部１年の小池
礼乃さん。広報パートは、
ペインティング、フランク
フルト・フライドポテトの
模擬店も出店しました。

第２７回 ミスキャンパスコンテスト
〔体育館〕

毎年恒例のミスキャンパスコンテスト。今年は９名の美女たちがエン

トリーして、それぞれの個性と美しさを競いました。

今年の新企画は「エプロン姿と得意料理」。可愛いエプロン姿で、カ

レにハンバーグや肉じゃがなどの得意料理を作って上げるというシ

チュエーションです。「一生懸命作ったけん、たくさん食べてね」な

ど、９人の美女たちの甘いささやきに、男性司会者は大照れ…。最終

審査は定番のウエディングドレス。９人がお気に入りのドレスで登場

すると、場内はためいきと歓声が飛び交いました。

今年のグランプリを獲得したのは、人間発達学部３年の坂井真理さん。

「良い経験になればと思って参加しました。みんなきれいだったので、

まさか私が選ばれるなんて…」と、とまどいながらもにっこり。子ど

もが大好きという坂井さんは

３月の保育実習をとても楽し

みにしています。実習先でも、

ステキなエプロン姿で活躍し

てくれそうですね。

74

９人の美女、大集合！

１１
月
５
〜
７
日
の
３
日
間

中
村
パ
ワ
ー
あ
ふ
れ
る
学
園
祭
開
催
�

グランプリ 人間発達学部
坂井真理さん

毎
年
、た
く
さ
ん
の
模
擬
店
や

学
生
た
ち
の
歌
や
ダ
ン
ス
、

作
品
展
示
、ミ
ス
キ
ャ
ン
な
ど
、

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
で
盛
り
上
が
る
霜
月
祭
。

今
年
は
新
企
画
の「
の
ど
自
慢
大
会
」や

「
Ｂ
級
グ
ル
メ
大
集
合
」も
登
場
し
て
、

ま
す
ま
す
充
実
し
た
内
容
に
。

中
村
パ
ワ
ー
全
開
の
お
祭
り
を
徹
底
リ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。

受受付付もも盛盛りり上上ががっってていいまますす。。
植植野野円円ささんん（（左左））とと小小池池礼礼乃乃ささんん

お祭りらしく華やかにペイント

エプロン姿で決めゼリフを…「食べてね！」

第１回のど自慢
大会

〔野外ステージ
〕

今年の新企画の
のど自慢大会。

エントリーした
５組はいずれも

実力者ぞろいで
、それぞれが個

性を充分に発揮
。観客も続々と

集まり、大いに盛
り上がりました。

野外ステージで
熱唱

伸び伸びとパフォ
ーマンス

今年は５組のカップルがエントリーしました

観客も真剣！
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模 擬 店 �

展 示�

雑貨・菓子販売
〔グラウンド〕

「５つの福祉作業所で障がい者の皆さ
んが手作りした
雑貨や焼き菓子
などを販売して
います。売り上
げはそれぞれの
作業所さんへ届けます」。「託児ボランティアや
障がい児サポート、調理ボランティアなど、幅
広く活動するサークルです」と人間発達学部３
年の村上優梨部長。

ヘルシー米粉バーガー
〔グラウンド〕

人気バクハツの米粉バーガー。１個３００
円。「３日で１０００個完売が目標ですが、
ラクラク達成できそうです」と短期大
学部幼児保育学科１年の内野春菜さん
と鶴田奈々さん。「調理室で作ってい
ます。フードパートは屋台全体の衛生
管理をしないといけないので特に気を
つかいます」

中華 炊きギョウザ、春巻
〔グラウンド〕

今年は留学生たちも模擬店に参加。中
国からの留学生１２名が手作りする炊き
ギョウザと春巻が人気を集めました。
責任者の流通科学部４年のオウ・デン
ユウさんは「留学生会は今年初めての
参加だからやりがいがあります」と調
理室と屋台を忙しそうに往復。「充実
した学生生活を送ろうと、学校行事に
も積極的に参加しました。楽しいです
よ」と話すのは流通学部１年のサ・タ
クウさん。

焼きちゃんぽん
〔グラウンド〕

「ぜひ食べてください。美味しいんで
すよ！ 昨日は３８０食売れました。平
日なのに完売です！３日間の目標１０００
食も達成できそうです」と学祭実行委
員会総合製作パートの皆さん。
「僕らのパートが２－３か月かけて、
メインの野外ステージの背景を作りま
した。みんな経験がなくて苦労したけ
ど、いざ出来上がったものをみると感
動しました。今回のテーマ“奏（かな
で）”を意識して、♪を入れたデザイ
ンにしました」とパート責任者の人間
発達学部２年、福井翔さん。

中村薬膳味噌カレー
〔食堂〕

食堂では、学園祖中村ハル先生の中村
ハル式カレーを基本に、和風にアレン
ジした味噌カレー（５００円）が人気を
集めていました。

陶器市
〔西５号館〕

人間発達学部中野隆二ゼミの「陶器

市」には、今年も常連さんが集まりま

した。「フリマや喫茶もやっています。

楽しいですよ」と４年の宮嶋由布子さ

ん。「自分で作ったものを売るので愛

着がありますから、売れるとうれし

い」と３年の藤井洋光さん。

書道部 展示
〔食育館〕

大きな発表の機会となる学園祭の展示。
「いろんな文字体を書けるようになる
のが楽しいです」と語るのは栄養科学
部１年の簑原沙耶さん。「全体をどの
ように構成するのか考えながら作って
いくのは達成感があります」と人間発
達学部３年の富松美佐子さん。

バスケ
ット部

はツナ
しめじ

とサツ
マイモ

ご飯の
２種類

を販売
。「商品

がなく
なっ

たので
ひと休

み中」

文字体もさまざまな力作が並ぶ

ボランティアサークルの
みなさん

左から流通科学部１年の
サ・タクウさん
同２年のゴ・イルチュウさん
同１年のリュウ・キンホウさん
同２年のマン・エイさん

炊きギョウザ。３００円。
皮がモチモチして美味

今年のカレーはやさしい味！

焼きちゃんぽん、
美味しいで～す

富松美佐子さん（左）
と簑原沙耶さん

おすすめのクッキーを
手にする村上優梨さん

女子寮「曙寮」生も元気いっぱい！

愛情たっぷり！
米粉バーガーは大人気

総合制作パートの
焼きちゃんぽん屋台

「この看板も作りました」
とパート長の福井翔さん

今年も常連さんが集まった中
野ゼミの「陶器市」。左から４
年の吉村薫さん、宮嶋由布
子さん、３年の藤井洋光さん

ステキな器がいっぱい！

懐かしい曲を奏でます
箏曲部（食育館）

美しく活けられた花々
華道部 展示（食育館）

74
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平
成
２１
年
１１
月
６
日
、
福
岡
市
の
吉
田
宏
市
長
が
中
村
学
園
大
学

学
生
寮
「
曙
寮
」
を
訪
問
し
ま
し
た
。
寮
生
２０
名
が
笑
顔
と
拍
手

で
出
迎
え
る
と
、
市
長
は
玄
関
で
に
っ
こ
り
。
寮
の
視
察
を
終
え

る
と
、
終
始
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
表
情
で
懇
談
会
に
臨
み
ま
し
た
。

福
岡
は
ど
ん
な
街
？

吉
田
市
長
を
囲
む
よ
う
に
、
寮
生
が
着
席
し
て
会

が
始
ま
り
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
ク
ル
ー
が
入
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
初
め
は
緊
張
気
味
だ
っ
た
学
生
た
ち
で
す

が
、
次
第
に
本
領
発
揮
。
い
つ
も
の
明
る
さ
で
積
極

的
に
発
言
し
て
い
ま
し
た
。

寮
生
を
代
表
し
て
栄
養
科
学
部
４
年
の
�
本
さ
ん

が
「
曙
寮
に
は
現
在
１
２
１
名
が
在
寮
し
て
い
ま
す
。

遠
く
は
長
野
県
な
ど
、
全
国
各
地
か
ら
集
ま
っ
て
い

ま
す
。
共
同
生
活
は
難
し
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

お
互
い
楽
し
く
生
活
し
て
い

ま
す
」
と
寮
生
活
を
紹
介
す

る
と
、
市
長
は
「
福
岡
は
学

生
の
多
い
街
。
学
術
研
究
・

人
材
育
成
の
た
め
に
も
こ
の

福
岡
を
学
生
が
過
ご
し
や
す

い
街
に
し
て
い
き
た
い
」
と

話
し
、
学
生
た
ち
に
「
福
岡

は
ど
ん
な
街
で
す
か
」
と
問

い
か
け
ま
し
た
。

「
教
育
を
受
け
や
す
い
街
。

講
演
会
、
コ
ン
サ
ー
ト
、
い

ろ
ん
な
刺
激
が
あ
る
」「
福
岡

は
食
の
街
。
食
材
も
美

味
し
く
て
安
い
し
、
お

店
の
種
類
も
多
い
」

「�
食
�
に
つ
い
て
学

ぶ
の
に
良
い
街
」
と
学

生
た
ち
。「
交
通
手
段

は
自
転
車
で
、
天
神
に

行
く
に
も
学
校
へ
行
く

に
も
自
転
車
で
す
。

自
転
車
が
使
い
や
す

い
街
だ
と
思
う
の
で
、
も
っ
と
整
備
し
て
も
ら
え
た

ら
」と
の
発
言
に
は
、
市
長
か
ら「
自
転
車
の
マ
ナ
ー

ア
ッ
プ
を
学
生
た
ち
か
ら
盛
り
上
げ
て
ほ
し
い
」
と

要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

子
育
て
支
援
で
要
望
も

な
か
に
は
学
校
の
勉
強
を
踏
ま
え
て
の
発
言
も
あ

り
ま
し
た
。

「
福
岡
で
は
子
育
て
サ
ー
ビ
ス
に
力
を
入
れ
て
い

る
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、
幼
児
検
診
の
内
容
な
ど
を

も
っ
と
充
実
さ
せ
て
ほ
し
い
」「
子
ど
も
の
遊
べ
る

場
所
は
、
児
童
館
な
ど
、
施
設
の
数
は
多
く
て
も
老

朽
化
し
て
い
た
り
、
あ
ま
り
惹
き
つ
け
る
も
の
が
な

い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
私
の
地
元
に
は
遊
園
地
の
よ

う
な
設
備
が
あ
る
施
設
も
あ
り
ま
す
。
児
童
館
を

も
っ
と
魅
力
的
な
場
所
に
し
て
い
け
る
の
で
は
」
と

の
意
見
に
、
市
長
も
真
剣
に
う
な
ず
き
な
が
ら
「
子

ど
も
が
遊
ぶ
場
所
に
つ
い
て
は
、
学
校
で
遊
べ
る
取

り
組
み
を
始
め
て
い
る
の
で
す
が
…
」
と
会
期
中
の

よ
う
な
答
弁
に
。

最
後
に
、
市
長
が
「
今
日
は
参
考
に
な
る
話
が
聞

け
て
良
か
っ
た
。
皆
さ
ん
か
ら
人
生
の
一
つ
の
時
代

を
過
ご
す
の
に
い
い
場
所
、
福
岡
に
来
て
良
か
っ
た

と
こ
れ
か
ら
も
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
も
っ
と

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
発
言
し
て
、
懇
談
会

は
終
了
。
終
始
に
こ
や
か
に
学
生
た
ち
の
発
言
に
丁

寧
に
対
応
し
て
く
れ
た
市
長
の
姿
に
学
生
た
ち
も
感

激
の
様
子
で
し
た
。

ボ
ク
シ
ン
グ
ウ
エ
ア
に
、
ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
の
髪

を
編
み
こ
ん
だ
ス
タ
イ
ル
で
会
場
内
に
現
れ
た
黒
木

さ
ん
。
試
合
前
は
コ
ー
チ
や
、
応
援
に
駆
け
つ
け
た

友
人
た
ち
と
談
笑
し
た
り
、
ス
ト
レ
ッ
チ
す
る
な
ど

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
雰
囲
気
で
し
た
が
、
ふ
と
見
せ
る

視
線
は
鋭
く
、
特
有
の
緊
張
感
が
張
り
詰
め
ま
す
。

定
刻
を
告
げ
る
鐘
が
３
度
鳴
り
、
場
内
の
Ｂ
Ｇ
Ｍ

が
変
わ
る
と
、
い
よ
い
よ
選
手
の
登
場
で
す
。

試
合
が
始
ま
る
と
同
時
に
、
リ
ン
グ
サ
イ
ド
や
応

援
席
か
ら
は
「
リ
ズ
ム
、
リ
ズ
ム
！
」「
フ
ァ
イ

ト
！
」
と
、
次
々
に
熱
い
ゲ
キ
が
飛
び
ま
す
。
そ
の

声
に
応
え
る
よ
う
に
序
盤
か
ら
積
極
的
に
攻
め
る
黒

木
さ
ん
。
勝
負
は
２
ラ
ウ
ン
ド
目
、
畳
み
掛
け
る
よ

う
な
黒
木
さ
ん
自
慢
の
左
ス
ト
レ
ー
ト
で
決
ま
り
ま

し
た
。
２
ラ
ウ
ン
ド
１
分
３
秒
で
、
黒
木
さ
ん
の
Ｔ

Ｋ
Ｏ
勝
ち
！
嬉
し
い
プ
ロ
２
勝
目
を
獲
得
で
す
。

勝
ち
が
決
ま
っ
た
瞬
間
、
リ
ン
グ
上
で
所
属
ジ
ム

の
関
会
長
と
抱
き
合
っ
て
勝
利
を
噛
み
し
め
る
黒
木

さ
ん
。「
今
回
は
調
整
が
上
手
く
い
か
ず
、
関
会
長

に
も
迷
惑
を
掛
け
て
し
ま
っ
た
。
勝
て
て
本
当
に
よ

か
っ
た
。
関
会
長
の
誕
生
日
が
あ
る
月
の
試
合
で
は

勝
て
ず
、
誕
生
日
お
め
で
と
う
が
言
え
な
か
っ
た
。

か
な
り
遅
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
誕
生
日
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！
」
と
、
喜
び
の
コ
メ
ン
ト
で

す
。「
今
回
は
勝
て
た

け
ど
、
次
も
勝
て
る
と

は
限
ら
な
い
。
一
戦
一

戦
頑
張
っ
て
い
く
の
で
、

ま
た
次
も
応
援
宜
し
く

お
願
い
し
ま
す
！
」
と
、

リ
ン
グ
を
ぐ
る
り
と
囲

む
応
援
団
に
お
辞
儀
を

し
て
、
力
強
く
リ
ン
グ

を
後
に
し
ま
し
た
。
現

役
短
大
生
と
し
て
も
頑

張
る
若
き
女
子
プ
ロ
ボ

ク
サ
ー
は
、
世
界
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
へ
の
道
を
、

一
歩
一
歩
確
実
に
前
進

し
て
い
る
よ
う
で
す
。

寮
生
２０
名
が

市
長
と
懇
談
会

市
民
と
市
長
の
対
話
事
業「
聞
き
た
か
け
ん
」の
一
環
と
し
て

お見事�2ラウンドTKO勝利�
短期大学部食物栄養学科１年黒木優子さんの
ボクシングの試合が行われました
２００９年１２月１９日、小雪が舞う中、短期大学部食物栄養学科所属
で女子プロボクサーの黒木優子さんの試合が行われました。会
場は福岡市九電記念体育館です。
今回は、黒木さんにとってはプロ４戦目となる試合。対戦相手
は韓国在住のポーランド系カナダ人、エイミー・ベレゾウス
キー選手です。
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川
崎
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
勤
務
し
て
い

ま
す
。
私
と
も
う
１
人
栄
養
士
が
い
て
、

調
理
担
当
が
９
名
、
調
理
兼
配
送
担
当
が
３
名

で
、
川
崎
町
内
の
４
つ
の
小
学
校
と
３
つ
の
中

学
校
の
給
食
を
約
２
０
０
０
食
分
作
っ
て
い
ま

す
。
従
来
か
ら
の
主
な
仕
事
は
、
学
校
給
食
の

管
理
、
栄
養
管
理
・
衛
生
管
理
・
物
資
管
理
な

ど
。
さ
ら
に
、
全
国
学
校
栄
養
士
協
議
会
や
福

岡
県
学
校
給
食
栄
養
士
会
な
ど
の
仕
事
も
あ
り

ま
す
。

就
職
し
た
時
は
「
学
校
栄
養
職
員
」
で
し
た

が
、
今
は
「
栄
養
教
諭
」。
こ
れ
は
平
成
１７
年

に
国
で
食
育
基
本
法
が
制
定
さ
れ
て
で
き
た
資

格
で
、
福
岡
県
で
は
翌
１８
年
に
採
用
が
始
ま
り

ま
し
た
。
職
務
内
容
は
、
偏
食
や
食
物
ア
レ
ル

ギ
ー
児
へ
の
個
別
指
導
、
学
級
担
任
と
連
携
し

た
子
ど
も
た
ち
へ
の
直
接
指
導
、
他
の
教
職
員

や
家
庭
・
地
域
と
連
携
し
た
�
食
�
に
関
す
る

指
導
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
役
が
あ
り
ま
す
。

福
岡
県
で
は
ま
だ
公
募
さ
れ
て
お
ら
ず
、
特
別

任
用
制
度
と
い
っ
て
、
学
校
給
食
の
現
場
に
い

る
私
た
ち
が
認
定
講
習
を
受
講
し
て
栄
養
教
諭

免
許
を
取
り
、
受
験
し
て
採
用
さ
れ
ま
す
。
現

在
、
福
岡
県
の
学
校
給
食
栄
養
士
４
０
３
名
の

う
ち
１
１
４
名
が
栄
養
教
諭
と
し
て
採
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

母
校
の
中
村
学
園
大
学
で
は

こ
の
年
す
ぐ
に
資
格
認
定
の
た

め
の
公
開
講
座
を
開
講
し
て
く

れ
、
私
は
２２
年
ぶ
り
に
大
学
に

通
い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
学
校

と
し
て
の
対
応
だ
け
で
な
く
、

研
修
で
講
師
を
お
願
い
し
た
り
、

わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
と
問

い
合
わ
せ
た
り
、
何
か
あ
る
と
す
ぐ
に
頼
ら
せ

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
出
身
校
は
本
当
に
あ
り

が
た
い
で
す
（
笑
）。

学
校
へ
頻
繁
に
足
を
運
ぶ
と
、
先
生
方
と
話

し
た
り
、
子
ど
も
た
ち
と
も
接
す
る
機
会
が
増

え
、
相
互
理
解
が
深
ま
っ
た
と
思
い
ま
す
。
低

学
年
の
子
な
ら
「
今
日
は
た
く
さ
ん
食
べ
た

よ
」
と
言
っ
て
き
て
く
れ
ま
す
し
、
高
学
年
に

は
、
授
業
で
習
っ
て
い
る
こ
と
と
献
立
を
連
動

さ
せ
た
り
し
ま
す
。
た
と
え
ば
、
授
業
で
梅
干

し
を
作
っ
て
い
る
学
校
が
あ
れ
ば
献
立
に
シ
ソ

ご
飯
を
入
れ
る
と
子
ど
も
た
ち
が
す
ぐ
気
が
つ

く
。
学
校
で
勉
強
す
る
こ
と
と
食
べ
る
こ
と
は

つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
、
子
ど
も
た
ち
が
自

分
で
発
見
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

保
護
者
の
考
え
方
を
変
え
る
こ
と
が
難
し
い

で
す
ね
。
で
も
、
子
ど
も
た
ち
が
変
わ
れ
ば
家

庭
も
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
大
き

く
な
っ
た
と
き
の
た
め
に
も
、
食
に
つ
い
て
正

し
い
知
識
や
考
え
方
を
伝
え
て
お
く
こ
と
は
必

要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。「
知
育
・
徳
育
・
体

育
」
の
基
本
に
「
食
育
」
が
あ
る
わ
け
で
す
か

ら
。
そ
の
意
味
で
も
、
人
前
で
話
す
力
、
プ
レ

ゼ
ン
す
る
力
が
私
た
ち
の
仕
事
に
は
ま
す
ま
す

必
要
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
学
生
の
み
な
さ

ん
に
は
、
ぜ
ひ
そ
う
し
た
力
を
身
に
つ
け
て
、

社
会
に
出
て
き
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
私
な
り
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
コ
ツ
は
、
最
初
か
ら

断
ら
な
い
こ
と
で
す
ね
。「
と
に
か
く
や
っ
て

み
よ
う
！
」
何
事
も
こ
こ
か
ら
始
め
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。

今やらずにいつやる？
就職活動で大切なことは、卒業後自立するという

� � � � � � � � � � � �

強い意志を持って、今、できることを実行すること

です。行動してこそ道は開けるもの。自己を振り返

り自分の魅力を見つけたら、次は業界・企業研究や

採用試験情報の収集等を行い、必要な準備に着手す

る。取り組みが遅くなればなるほど、困難な道を歩

むことになるのでは…。

“如何なる犠牲、如何なる危険を伴おうとも、すべ

ての危険の中で最も大きな危険は、何もしないとい

うことである”（アメリカ第３５代大統領 ジョン・

Ｆ・ケネディーのことばより）

社会で活躍する卒業生インタビュー

子どもたちの給食に目を配り
「食」のことをわかりやすく教える
学校給食のスペシャリスト
平成１７年に設定された栄養教諭として

福岡県学校給食栄養士会会長として、食育に力をそそぐ

鍋藤君江さん
（家政学部食物栄養学科 管理栄養士専攻
昭和５７年度卒業）

福岡県田川郡 川崎町立川崎小学校 栄養教諭
（社）全国学校栄養士協議会福岡県支部長・福岡県学校給
食栄養士会会長・福岡県学校給食研究協議会副会長

就職課
コラム
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が
ん
は
増
加
の
一
途
を
た
ど
り
、
年
間
の

死
亡
者
数
は
３０
万
人
で
あ
り
、
三
人
に
一
人

が
が
ん
で
死
亡
す
る
と
い
う
現
状
で
す
。
治

療
法
が
格
段
に
進
歩
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず

２
０
１
５
年
に
は
４５
万
人
に
達
し
、
二
人
に

一
人
は
が
ん
で
死
亡
す
る
と
推
測
さ
れ
て
い

ま
す
。
が
ん
の
原
因
の
約
２
／
３
以
上
が
食

物
と
日
常
生
活
習
慣
に
よ
る
も
の
と
推
測
さ

れ
、
そ
の
内
訳
は
タ
バ
コ
が
３０
％
、
食
事
と

肥
満
が
３０
％
を
占
め
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

す
な
わ
ち
、
が
ん
の
３０
％
は
食
生
活
の
改
善

に
よ
り
予
防
可
能
と
い
え
ま
す
。
が
ん
の
発

生
に
食
習
慣
が
い
か
に
重
要
か
と
い
う
の
は

ア
メ
リ
カ
に
移
住
し
た
日
系
人
に
よ
る
研
究

で
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
例
で
す
が
日
本
女

性
の
乳
が
ん
の
頻
度
は
２２
人
に
一
人
で
す
が
、

ア
メ
リ
カ
に
移
住
し
た
日
系
人
で
は
８
人
に

一
人
と
、
欧
米
化
し
た
食
習
慣
は
そ
の
頻
度

を
ア
メ
リ
カ
人
並
み
に
上
げ
て
し
ま
っ
た
の

で
す
。

ア
メ
リ
カ
で
は
こ
の
よ
う
な
疫
学
調
査
か

ら
が
ん
に
な
ら
な
い
た
め
の
食
生
活
と
生
活

習
慣
を
い
ち
早
く
が
ん
の
予
防
に
取
り
入
れ

た
結
果
、
１
９
９
２
年
頃
を
ピ
ー
ク
に
、
が

ん
に
な
る
人
や
が
ん
で
死
亡
す
る
人
が
減
少

し
て
き
て
い
ま
す
。
し
か
し
日
本
で
は
減
る

傾
向
は
な
く
、
と
く
に
欧
米
に
多
い
大
腸
が

ん
や
乳
が
ん
が
増
加
し
て
き
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
先
の
日
系
ア
メ
リ
カ
人
の
例
の
よ
う
に
、

日
本
人
の
食
事
が
欧
米
型
に
近
づ
い
た
た
め

だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
が
ん
を
防
ぐ
に
は
ま
ず
食
物

の
中
に
含
ま
れ
る
発
が
ん
作
用
や
が
ん
化
促

進
作
用
の
あ
る
物
質
を
摂
ら
な
い
こ
と
の
ほ

か
に
、
遺
伝
子
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
に
傷
を
つ
け
る
活

性
酸
素
を
消
去
す
る
働
き
の
あ
る
抗
酸
化
物

質
、
例
え
ば
植
物
に
多
く
含
ま
れ
る
ポ
リ

フ
ェ
ノ
ー
ル
や
抗
酸
化
ビ
タ
ミ
ン
（
ビ
タ
ミ

ン
Ｅ
や
Ｃ
な
ど
）
を
積
極
的
に
と
る
こ
と
も

重
要
で
す
。
ま
た
過
度
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
摂
取

に
よ
る
肥
満
を
避
け
、
適
度
な
運
動
を
と
る

こ
と
も
大
腸
が
ん
や
乳
が
ん
を
確
実
に
抑
制

す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
食
事
、
体
重
、
運
動
は
が
ん
を
予
防
す

る
重
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
で
あ
る
こ
と
が
示
さ

れ
て
お
り
、
日
常
生
活
に
お
い
て
留
意
す
べ

き
も
の
と
し
て
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

が
ん
を
防
ぐ
さ
ま
ざ
ま
な
食
事
成
分
が
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
は
植

物
に
多
く
含
ま
れ
る
色
素
や
苦
味
の
成
分
で

活
性
酸
素
を
除
去
す
る
作
用
が
あ
り
ま
す
。

な
か
で
も
ク
ル
ク
ミ
ン
（
カ
レ
ー
の
ス
パ
イ

ス
で
あ
る
ウ
コ
ン
の
黄
色
色
素
）
は
皮
膚
が

ん
、
胃
が
ん
、
大
腸
が
ん
、
乳
が
ん
、
肝
が

ん
の
発
生
を
抑
制
す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。
大
豆
に
多
く
含
ま
れ
る
イ
ソ
フ
ラ

ボ
ン
は
乳
が
ん
の
リ
ス
ク
を
減
少
さ
せ
る
こ

と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
過
剰
摂
取
は
逆

に
が
ん
を
促
進
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が

動
物
実
験
で
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め

有
益
な
効
果
を
も
た
ら
す
大
豆
イ
ソ
フ
ラ
ボ

ン
の
量
は
約
１０
ｍ
ｇ
／
日
（
標
準
的
な
量
の

豆
腐
１
食
分
）
程
度
で
、
厚
労
省
は
一
日
に

３０
ｍ
ｇ
以
上
は
推
奨
さ
れ
な
い
と
し
て
い
ま

す
。
に
ん
に
く
や
玉
ね
ぎ
に
含
ま
れ
る
ア
リ

シ
ン
や
ご
ま
に
含
ま
れ
て
い
る
リ
グ
ナ
ン
も

が
ん
を
抑
制
す
る
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

が
ん
を
防
ぐ
た
め
食
事
で
注
意
す
べ
き
点

を
あ
げ
て
み
ま
す
と
、
胃
が
ん
を
防
ぐ
に
は

塩
分
を
控
え
る
こ
と
、
野
菜
・
果
物
は
積
極

的
に
食
べ
る
こ
と
で
す
。
肺
が
ん
に
は
野

菜
・
果
物
を
多
く
取
り
、
動
物
性
脂
肪
や
赤

身
肉
を
避
け
る
こ
と
が
重
要

で
す
。
大
腸
が
ん
を
防
ぐ
に

は
動
物
性
脂
肪
や
蛋
白
を
控

え
る
こ
と
、
高
繊
維
食
や
野

菜
・
果
物
を
積
極
的
に
取
る

こ
と
が
重
要
で
す
。
乳
が
ん

で
は
肥
満
を
避
け
、
大
豆
や

低
脂
肪
の
食
習
慣
や
果
物
・

野
菜
を
多
く
と
る
こ
と
が
大

事
で
す
。

以
上
の
よ
う
な
食
事
を
心

が
け
、
適
正
体
重
を
維
持
し
な
が
ら
一
日
３０

分
の
運
動
を
行
う
こ
と
、
こ
れ
が
が
ん
を
予

防
す
る
秘
訣
な
の
で
す
。
ま
た
忘
れ
て
は
な

ら
な
い
の
は
定
期
的
に
検
診
を
受
け
て
早
期

が
ん
の
発
見
に
努
め
る
こ
と
で
す
。
皆
様
も

是
非
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
心
が
け
て
い
た
だ

き
、
人
生
を
楽
し
く
健
や
か
に
過
ご
し
ま

し
ょ
う
。

栄養科学部 教授

中野 修治

が
ん
に
な
ら
な
い
た
め
に

食
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ地

下
鉄
七
隈
線
沿
線
３
大
学
合
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
講
演
よ
り

（
平
成
２１
年
１１
月
７
日

本
学
に
て
開
催
。
概
要
は
Ｐ
１１
を
参
照
）
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※競争率は、受験者数／合格者数（小数点第３位以下を四捨五入）

●中村学園大学大学院
競争率
１．２５
１．００
‐
２．００
１．００
１．００
１．００
‐
１．００

合格者数
４
４
‐
４
３
１
４
‐
１

受験者数
５
４
‐
８
３
１
４
‐
１

志願者数
５
５
０
８
３
１
４
０
１

募集人員

６

３

１０

５

区 分
推 薦
一 般（１次）
前 期
推 薦
一 般（１次）
社会人（１次）
推 薦
一 般（１次）
社会人（１次）

課 程

博士前期課程

博士後期課程

修 士 課 程

修 士 課 程

専 攻

栄養科学専攻

流通科学専攻

人間発達学専攻

研究科

栄 養 科 学
研 究 科

流 通 科 学
研 究 科

人間発達学
研 究 科

●中村学園大学（推薦入試）
競争率
１．７７
１．００
１．７６
１．００
１．２９
１．００
１．６８
１．００
１．００

合格者数
９０
２０
５８
８
３８
５
４０
４５
７０

受験者数
１５９
２０
１０２
８
４９
５
６７
４５
７０

志願者数
１５９
２０
１０２
９
４９
５
６７
４５
７０

募集人員
６４
２０以内
３４
９以内
３０
５以内
２０
４５以内
４５

区分
公募制
併設校
公募制
併設校
公募制
併設校
公募制
併設校
指定校

専攻

―

幼児発達学
専 攻
児童発達学
専 攻

―

学部・学科
栄養科学部
栄養科学科

人間発達学部
人間発達学科

流通科学部
流通科学科

●中村学園大学短期大学部（推薦入試）
競争率
１．７１
１．００
１．００
１．５５
１．００
１．００
１．４０
１．００
１．００

合格者数
６２
１５
７１
２９
１５
１２７
９７
１２
７０

受験者数
１０６
１５
７１
４５
１５
１２７
１３６
１２
７０

志願者数
１０６
１５
７１
４５
１５
１２７
１３６
１２
７０

募集人員
３７
１５以内
６０
１０
１５以内
１１０
７２
１８以内
６０

区分
公募制
併設校
指定校
公募制
併設校
指定校
公募制
併設校
指定校

学 科

食物栄養学科

キ ャ リ ア
開 発 学 科

幼児保育学科

●中村学園大学大学院 栄養科学研究科（博士前期課程）
出願期間

平成２２年１月２５日�
～２月５日�
平成２２年１月６日�
～１月１５日�

※募集人数：推薦・第１次試験入学選考含む

募集人員

６名

試験日

平成２２年
２月１９日�

区 分

第２次試験入学選考

外国人留学生特別選考

●中村学園大学大学院 流通科学研究科（修士課程）
出願期間

平成２２年１月２５日�
～２月５日�

平成２２年１月６日�
～１月１５日�

※募集人数：推薦・第１次試験入学選考含む

募集人員

１０名

試験日

平成２２年
２月１９日�

区 分

第２次試験入学選考

第２次社会人特別入学選考

外国人留学生特別選考

●中村学園大学大学院 人間発達学研究科（修士課程）
出願期間

平成２２年１月２５日�
～２月５日�

※募集人数：推薦・第１次試験入学選考含む

募集人員

５名

試験日

平成２２年
２月１９日�

区 分

第２次試験入学選考

第２次社会人特別入学選考

●中村学園大学

出願期間

平成２２年
２月１９日�
～

３月９日�

募集
人員

３名

２名

３名

３名

専 攻

―

幼児発達学専攻

児童発達学専攻

―

学部・学科

栄養科学部

栄養科学科

人間発達学部

人間発達学科

流通科学部

流通科学科

試験日

�平成２２年度
大学入試セ
ンター試験
の成績を基
に合否判定
を行う。
�本学の個別
学力試験は
課さない。

区 分

大学入試
センター
試験利用
入学試験
（後期日程）

●中村調理製菓専門学校
出願期間

平成２２年２月２２日�
～３月３日�
平成２２年３月１６日�
～３月２４日�

★１日体験入学：平成２２年１月２４日�、２月２０日�、３月１４日�、１０：００～１４：００

試験日

平成２２年３月７日�

平成２２年３月２７日�

区 分

第５回入学試験

第６回入学試験

●中村学園大学大学院 栄養科学研究科（博士後期課程）
出願期間

平成２２年１月２５日�
～２月５日�

※募集人数：前期試験入学選考含む

募集人員

３名

試験日
平成２２年
２月１９日�

区 分

後期試験入学選考

平成２２年度 入試結果

平成２２年２～３月に実施される 入学試験のお知らせ

●中村国際ホテル専門学校
出願期間

平成２２年２月２２日�
～３月３日�
平成２２年３月１６日�
～３月２４日�

★１日体験入学：平成２２年１月２４日�、２月２０日�、３月１４日�、１０：００～１３：００

試験日

平成２２年３月７日�

平成２２年３月２７日�

区 分

第５回入学試験

第６回入学試験
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and

平
成
２１
年
１１
月
７
日
、
本
学
・
西
１
号
館
に
お

い
て
、
第
５
回
地
下
鉄
七
隈
線
沿
線
３
大
学
合
同

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
は
、
地
下
鉄
七
隈
線
沿
線
に
所
在
す
る

中
村
学
園
大
学
、
福
岡
大
学
、
福
岡
歯
科
大
学
の

３
大
学
の
共
催
で
、
市
民
の
健
康
づ
く
り
を
目
指

し
て
実
施
し
て
お
り
、
今
年
度
で
第
５
回
目
の
開

催
を
迎
え
ま
し
た
。
当
日
は
、
地
域
の
皆
さ
ま
や

各
大
学
の
関
係
者
を
中
心
に
、
た
く
さ
ん
の
来
場

者
で
会
場
は
活
気
に
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
「
が
ん
予
防
の
エ
ッ
セ
ン
ス
―
が
ん
に

な
ら
な
い
た
め
の
生
活
習
慣
―
」
と
い
う
メ
イ
ン

テ
ー
マ
の
も
と
、
第
１
部
で
は
各
大
学
の
講
師
か

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
に
お
け
る
健
康
づ
く
り
へ
の
提
言
に

つ
い
て
、
市
民
の
視
座
に
立
ち
わ
か
り
や
す
い
講
演
が
あ
り
ま
し

た
。第

２
部
で
は
、
第
１
部

の
講
演
を
受
け
来
場
者
か

ら
提
出
さ
れ
た
質
問
票
を

も
と
に
、
公
開
討
論
が
展

開
さ
れ
ま
し
た
。
講
師
の

見
解
を
求
め
る
質
問
が
多

数
寄
せ
ら
れ
、
市
民
の
健

康
に
関
す
る
意
識
の
高
さ

が
う
か
が
え
ま
し
た
。

楠
喜
久
枝
名
誉
教
授
が
、
平
成
２１
年
秋
の

叙
勲
に
お
い
て
、
瑞
宝
中
綬
章
を
受
章
さ
れ

ま
し
た
。

瑞
宝
中
綬
章
は
、
国
家
ま
た
は
公
共
に
対

し
功
労
が
あ
り
、
公
務
等
に
長
年
従
事
し
、

成
績
を
挙
げ
た
人
に
対
し
て
授
与
さ
れ
る
褒

章
で
す
。

プログラム

がん予防のエッセンス
―がんにならないための生活習慣―
総 合 司 会：橋本俊二郎

（中村学園大学短期大学部長）

当番校挨拶：藤本 淳

（中村学園大学学長）

●第１部

「肺癌と予防」

福岡大学医学部（呼吸器内科学）

教授 渡辺憲太朗

「口腔癌は怖くない

―予防と早期発見のための自己検診―」

福岡歯科大学口腔・顎顔面外科学講座

口腔腫瘍学分野教授 大関 悟

「癌にならないために

―食からのアプローチ―」

中村学園大学栄養科学部教授・

健康増進センター長 中野 修治

●第２部

公開討論

司会：吉岡 慶子

（中村学園大学栄養科学部長）

平
成
２１
年
１１
月
２１
日
、
中
村
学
園
大
学
付
属
壱

岐
幼
稚
園
の
創
立
３０
周
年
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

昭
和
５４
年
４
月
に
開
園
し
た
壱
岐
幼
稚
園
は
、

創
立
以
来
、
幼
児
像
「
強
い
子
、
や
さ
し
い
子
、

考
え
る
子
」
を
教
育
目
標
に
掲
げ
、
園
児
一
人
ひ

と
り
の
成
長
や
発
達
を
大
切
に
し
、
き
め
細
か
な

対
応
と
そ
の
た
め
の
体
制
整
備
に
努
め
て
い
ま
す
。

式
典
に
は
、
壱
岐
幼
稚
園
に
縁
の
あ
る
多
く
の

ご
来
賓
の
方
々
に
出
席
い
た
だ
き
、
ご
来
賓
の
皆

様
の
ご
祝
辞
や
中
村
量
一
理
事
長
、
久
富
さ
よ
子

園
長
の
あ
い
さ
つ
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
園
児

た
ち
も
式
典
に
参
加
し
、
お
祝
い
の
こ
と
ば
や
歌
、

楽
器
演
奏
を
披
露
し
、
晴
れ
や
か
な
式
典
に
な
り

ま
し
た
。

第５回 地下鉄七隈線沿線
３大学合同シンポジウム

中村学園大学付属壱岐幼稚園
創立３０周年記念式典

楠名誉教授が
瑞宝中綬章を
受章
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中村学園のホットな情報をお届けします！�

平
成
２１
年
１０
月
２３
日
、
本
学
・
西
４
号
館
４
２
０

１
教
室
に
お
い
て
、
流
通
科
学
研
究
科
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
致
し
ま
し
た
。

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
事
業
承
継
や
事
業
再
生
等

の
分
野
で
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
大
塚
誠
之
様
、
薗
田

恭
久
様
を
講
師
に
お
招
き
し
、
事
業
承
継
の
現
状
と

動
向
に
つ
い
て
、
２
部
構
成
で
ご
講
演
を
賜
り
ま
し

た
。第

１
部
の
大
塚
誠
之
様
の
講
演
で
は
、
事
業
承
継

の
税
に
関
す
る
法
律
的
判
断
な
ど
に
つ
い
て
解
説
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
事
業
承
継
の
主
要
な
方
法
で

あ
る
�
親
族
内
承
継
、
�
親
族
外
承
継
、
�
Ｍ
＆
Ａ

に
つ
い
て
、
留
意
点
や
税
制
、
さ
ら
に
具
体
的
事
例

に
基
づ
い
て
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
２
部
の
薗
田
恭
久
様
の
講
演
で
は
、
中
小
企
業

に
お
け
る
事
業
承
継
の
円
滑
な
進
め
方
に
つ
い
て
、

経
営
上
の
問
題
や
課
題
を
整
理
し
て
解
決
策
を
解
説

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
自
ら
の
実
体
験
や
支
援
先

企
業
等
で
の
成
功
事
例
や
失
敗
事
例
の
紹
介
、
事
業

承
継
に
関
す
る
最
新
の
公
的
支
援
施
策
や
支
援
体
制

の
紹
介
、
計
画
的
な
事
業

承
継
の
進
め
方
の
説
明
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
の

再
評
価
の
潮
流
の
解
説
な

ど
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
世
界
で
創
業
２
０

０
年
以
上
の
企
業
が
５
、

５
８
６
社
で
、
う
ち
３
、

１
４
６
社
は
日
本
の
企
業

だ
そ
う
で
す
。

セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
の
懇

親
会
に
も
多
数
の
方
が
参

加
し
、
各
専
門
分
野
に
つ

い
て
の
認
識
を
深
め
合
う

場
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
２１
年
１２
月
５
日
、
西
１
号
館
１０
階
大
講
義

室
に
お
い
て
、
第
１８
回
中
村
学
園
大
学
ア
ジ
ア
栄

養
科
学
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
平
成
４
年
よ
り
大
学
院

栄
養
科
学
研
究
科
の
主
催
に
て
毎
年
実
施
さ
れ
て

お
り
、
学
内
の
教
職
員
の
み
な
ら
ず
、
学
外
の
研

究
者
や
市
民
の
皆
様
に
も
多
数
ご
参
加
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

本
年
は
「
健
康
増
進
の
た
め
の
薬
膳
と
食
機
能

科
学
」
を
テ
ー
マ
に
、
左
記
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容

で
、
多
彩
な
先
生
方
を
お
招
き
し
、
各
分
野
か
ら

専
門
的
な
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
場
か
ら
は

質
問
も
多
数
出
る
な
ど
、
充
実
し
た
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
と
な
り
ま
し
た
。

プログラム
●開会の挨拶
中村学園大学大学院栄養科学研究科長

太田 英明
●講演
座長 中村学園大学大学院栄養科学研究科

教 授 吉岡 慶子
中村学園大学大学院栄養科学研究科

教 授 三成 由美
【第１部】１３：０５～１４：４５
「中国医学から見た食事と健康」
中醫クリニック・コタカ 医院
（元上海中医薬大学 客員教授）

小� 修司
「韓国における学校栄養士と

大学院生のための薬膳教育」
韓国明知大学校 教 授 Cho, Jung-Soon
「総合討論」
【第２部】１５：００～１７：００
「テーラーメード栄養としての薬膳」
産業医科大学健康予防食科学研究室

准教授 徳井 教孝
「薬膳と健康設計図の測定」
中村学園大学薬膳科学研究所

所 長 内山 文昭
「DNAマイクロアレイを用いた

食品機能解析」
城西大学薬学部 教 授 和田 政裕
「総合討論」
●閉会の挨拶
中村学園大学大学院栄養科学研究科

教 授 吉岡 慶子

平
成
２１
年
１１
月
２５
日
、
農
林
水
産
省
九
州
農
政
事

務
所
に
よ
る
食
育
推
進
の
イ
ベ
ン
ト
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
西
２
号
館
「
食
育
館
」
入
り
口
に
専
用
ブ
ー

ス
を
設
け
、
食
育
推
進
に
関
す
る
各
種
資
料
の
配
布

や
、農
林
水
産
省
が
推
進
し
て
い
る「
食
料
・
農
業
・

農
村
基
本
計
画
」
の
策
定
に
向
け
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

昼
食
の
時
間
帯
に
は
た
く
さ
ん
の
学
生
が
資
料
を

手
に
取
り
、
食
育
や
国
が
進
め
る
取
組
み
に
つ
い
て

の
認
識
を
深
め
る
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

大学院流通科学研究科セミナー

食育推進イベント

アジア栄養科学
ワークショップ

小�修司 院長

徳井教孝 准教授

内山文昭 所長

Cho, Jung-Soon 教授

和田政裕 教授

大塚誠之氏薗田恭久氏

74
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and

幼
児
保
育
学
科
で
は
高
大
連
携
と
し
て
学
校

へ
の
出
張
講
義
等
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
平

成
２２
年
度
推
薦
入
試
か
ら
指
定
校
制
度
を
本
格

的
に
実
施
す
る
こ
と
を
契
機
と
し
て
、
合
格
し

た
高
校
生
を
対
象
と
し
た
入
学
前
教
育
の
体
制

を
整
え
ま
し
た
。

方
法
は
、
Ｗ
ｅ
ｂ
に
よ
る
課
題
の
提
供
・
指

導
と
成
果
の
提
出
、
ス
ク
ー
リ
ン
グ
に
よ
る
具

体
的
指
導
及
び
郵
送
に
よ
る
課
題
の
提
供
で
す
。

学
習
内
容
の
特
性
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
の
３
方
法

を
使
い
分
け
て
、
合
格
者
の
皆
さ
ん
が
入
学
後

に
幼
児
保
育
学
科
の
専
門
教
育
に
ス
ム
ー
ズ
に

移
行
で
き
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
第
１

回
プ
レ
・
カ
レ
ッ
ジ
（
ス
ク
ー
リ
ン
グ
）
は
、

平
成
２１
年
１２
月
１９
日
の
午
後
に
開
催
し
ま
し
た
。

そ
の
他
に
も
幼
児
保
育
学
科
の
様
々
な
情
報
を

動
画
や
文
章
等
で
提
供
し
ま
す
。

幼
児
保
育
学
科
主
任

松
尾

智
則

平
成
２１
年
１２
月
１
日
、九
州
大
学
所
有
の「
田

島
寮
」
跡
地
（
同
年
３
月
末
に
閉
鎖
。
福
岡
市

城
南
区
田
島
）
を
、
学
校
法
人
中
村
学
園
が
落

札
し
ま
し
た
（
面
積
約
２
万
１
、５
０
０
㎡
）。

中
村
学
園
大
学
・
中
村
学
園
大
学
短
期
大
学

部
の
第
２
キ
ャ
ン
パ
ス
と
し
て
使
用
す
る
予
定

で
あ
り
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
用
地
と
し
て
整
備
を
進

め
、
平
成
２２
年
１０
月
の
供
用
開
始
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

今
年
度
、
初
め
て
の
試
み
と
し
て
、
入
学
試

験
に
合
格
し
た
高
校
生
に
対
す
る
ウ
ォ
ー
ミ
ン

グ
ア
ッ
プ
ス
ク
ー
リ
ン
グ
（
１２
月
・
３
月
各
１

日
）
を
開
始
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
試
験
合
格

発
表
後
か
ら
入
学
式
ま
で
の
期
間
に
入
学
予
定

者
が
勉
学
に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
維
持

し
、
入
学
後
の
大
学
生
活
を
円
滑
に
行
え
る
よ

う
な
事
前
学
習
の
機
会
を
設
け
た
も
の
で
す
。

「
大
学
と
高
校
の
違
い
」、「
入
学
前
に
準
備
し

て
お
く
こ
と
」、「
学
科
に
お
け
る
学
び
方
」、「
履

修
登
録
の
予
備
指
導
」
な
ど
を
大
学
の
教
室
で

や
さ
し
く
講
義
し
ま
す
。
高
校
生
に
と
っ
て
期

待
と
不
安
の
こ
の
期
間
を
有
効
に
活
用
し
て
、

ス
ム
ー
ス
な
大
学
生
活
の
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
の
願
い
を
込
め
て
い
ま
す
。

キ
ャ
リ
ア
開
発
学
科
主
任

清
水

誠

昇
任
・
昇
格
・
配
置
換
え
人
事（平

成
２１
年
１１
月
１
日
付
）

教
務
課
課
長

赤
司

博
文
（
教
務
課
課
長
補
佐
）

教
務
課
課
長
補
佐

大
川

貴
光
（
教
務
課
係
長
）

総
務
課
課
員

西
村

友
志

（
三
陽
中
学
校
・
高
校
事
務
室
室
員
）

三
陽
中
学
校
・
高
校
事
務
室
室
員

佐
藤

啓
介
（
総
務
課
課
員
）

短期大学部キャリア開発学科
「入学予定者ウォーミングアップスクーリング」

短期大学部
幼児保育学科で入学前教育を開始

学校法人中村学園の
九州大学田島寮跡地
落札について

「企業会計の基礎」

日野 修造 共著

短期大学部・キャリア開発学科・
准教授
（中央経済社 平成２１年１０月）

「英文学の地平

－テクスト・人間・文化－」

田多良俊樹 共著

大学・流通科学部・講師
（音羽書房鶴見書店 平成２１年１１月）

「タイ事典」

圓入 智仁 共著

短期大学部・幼児保育学科・講師
（めこん 平成２１年９月）

「１からの戦略論」

片山 富弘 共著

大学・流通科学部・教授
（中央経済社 平成２１年９月）

教員の出版物

「九州観光マスター検定・新版３級」

清水 誠
短期大学部・キャリア開発学科・教授

佐藤鉄太郎
大学・人間発達学部・教授

片山 富弘
大学・流通科学部・教授

朴 晟材
大学・流通科学部・准教授

徐 涛
大学・流通科学部・講師

共著

（福岡商工会議所 平成２１年１０月）
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中村学園のホットな情報をお届けします！�

林 辰美 准教授藤川 祐輔 准教授

古賀 民穂 教授今井 克己 教授

甲斐 諭 教授城田 知子 客員教授津田 晶子 講師

福
岡
県
知
事
表
彰（
栄
養
士
養
成
）

平
成
２１
年
１０
月
、

林
辰
美
准
教
授
（
短

期
大
学
部
食
物
栄
養

学
科
）が
、栄
養
士
・

管
理
栄
養
士
養
成
施

設
の
教
員
と
し
て
、

栄
養
士
・
管
理
栄
養
士
養
成
の
た
め
永
年
勤
務
し
た
こ

と
に
対
し
て
、
�
福
岡
県
栄
養
士
会
の
推
薦
を
受
け
、

同
会
主
催
の
平
成
２１
年
度
栄
養
士
大
会
に
お
い
て
表
彰

を
受
け
ま
し
た
。

全
国
町
村
監
査
委
員
協
議
会
長
賞

平
成
２１
年
１０
月
、

藤
川
祐
輔
准
教
授

（
大
学
流
通
科
学
部
）

が
、
全
国
町
村
監
査

委
員
協
議
会
長
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。こ

の
表
彰
は
、永
年
に
わ
た
り
町
村
監
査
委
員
と
し
て
職

務
に
精
励
し
、
地
方
自
治
の
振
興
発
展
に
多
大
な
貢
献

を
さ
れ
た
者
に
対
し
て
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。

薬膳を食べて学んでヘルシーライフ

受入先 薬膳科学研究所（内山文昭所長）
研究代表者 三成 由美 教授

（大学・栄養科学部）
助成団体 財団法人江頭ホスピタリティ事業振
興財団
助成金名称 平成２１年度研修会等開催事業に対
する助成金
助成金額 ２００，０００円

健康に寄与する薬膳メニューの
開発及びその普及活動

受入先 薬膳科学研究所（内山文昭所長）
研究代表者 三成 由美 教授

（大学・栄養科学部）
助成団体 西部ガス株式会社
助成金名称 平成２１年度研究助成寄付金
助成金額 １，７００，０００円

健康甘酒の開発・販路拡大

研究代表者 三成 由美 教授
（大学・栄養科学部）

共同研究者 ・産業医科大学産業生態科学研究
所健康予防食科学研究室 徳井教孝准教授

・福岡県食品産業協議会 ・福岡県生物食品研究所
助成団体 農林水産省
助成金名称 平成２１年度農林水産省食農連携体
制強化事業委託研究事業補助金
助成金額 ４，３０９，０００円

研究助成・
受託研究等
採択状況

第
１１
回
Ｃ
Ｌ
Ａ
懇
談
会
優
秀
発
表
者
賞

平
成
２１
年
１０
月
、
古
賀
民
穂

教
授
（
短
期
大
学
部
食
物
栄
養

学
科
）
が
、
佐
世
保
市
で
開
催

さ
れ
た
第
１１
回
Ｃ
Ｌ
Ａ
懇
談
会

に
お
い
て
、
研
究
内
容
お
よ
び

発
表
の
明
快
さ
な
ど
が
最
も
優

れ
て
い
る
と
評
価
さ
れ
、
優
秀
発
表
者
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
（
研

究
題
目
は
「
共
役
リ
ノ
ー
ル
酸
（
Ｃ
Ｌ
Ａ
）
強
化
小
麦
粉
製
品
に

つ
い
て
」）。

社
団
法
人
全
国
栄
養
士

養
成
施
設
協
会
会
長
表
彰

平
成
２１
年
１１
月
、
今
井
克
己

教
授
（
大
学
栄
養
科
学
部
）
が
、

社
団
法
人
全
国
栄
養
士
養
成
施

設
協
会
会
長
か
ら
表
彰
を
受
け

ま
し
た
。
こ
の
表
彰
は
、
永
年

に
わ
た
り
栄
養
士
・
管
理
栄
養

士
養
成
施
設
に
お
い
て
教
育
に
尽
力
さ
れ
、
多
大
な
貢
献
を
さ
れ

た
教
員
に
対
し
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。

福
岡
市
感
謝
状

（
福
岡
市
制
施
行
１
２
０
周
年
記
念
）

平
成
２１
年
１１
月
、
城
田
知
子

客
員
教
授
と
、甲
斐
諭
教
授（
大

学
流
通
科
学
部
）
が
、
福
岡
市

よ
り
感
謝
状
を
贈
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
感
謝
状
は
、
永
年
に
わ
た

り
福
岡
市
の
農
業
振
興
審
議
会

委
員
と
し
て
市
政
の
発
展
の
た

め
に
尽
力
さ
れ
、
多
大
な
貢
献

を
さ
れ
た
者
に
対
し
贈
ら
れ
る

も
の
で
す
。

米
国
政
府E

-T
e
a
c
h
e
r

ス
カ
ラ
シ
ッ
プ
獲
得

平
成
２１
年
１２
月
、
津
田
晶
子

講
師
（
短
期
大
学
部
・
食
物
栄

養
学
科
）
が
東
京
の
米
国
大
使

館
に
よ
る
国
内
選
抜
、
オ
レ
ゴ

ン
大
学
の
選
考
を
経
て
米
国
国

務
省
教
育
文
化
局
主
催
「E

-T
eacher

ス
カ
ラ
シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
Ｅ
Ｓ
Ｐ
（
専
門
英
語
教
育
）
コ
ー
ス

に
参
加
し
、
世
界
各
地
の
大
学
英
語
教
員
、
教
員
養
成
担
当
の
教

員
、
官
僚
と
共
に
、
地
域
や
国
レ
ベ
ル
の
教
育
や
経
済
の
発
展
に

貢
献
す
る
Ｅ
Ｓ
Ｐ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
ニ
ー
ズ
に
取
り
組
み
ま
す
。

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
世
界
各
国
の
米
国
大
使
館
か
ら
推
薦
さ
れ

た
英
語
教
育
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
の
み
が
参
加
で
き
、
ｅ

ラ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
り
最
新
の
英
語
教
育
の
メ
ソ
ッ
ド
や
テ
ク
ニ
ッ

ク
を
学
び
ま
す
。
ま
た
、
参
加
者
に
は
、
通
常
は
交
流
が
難
し
い

米
国
の
英
語
教
育
界
の
権
威
と
直
接
、
ア
ク
セ
ス
す
る
機
会
が
提

供
さ
れ
ま
す
。

表彰のお知らせ

三成由美 教授

74
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